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はじめに

相模湾の魚類相を明らかにするために、1984年

から、三崎魚市場での調査を継続的に行っている。

前報までに 414種を報告したが（山田・工藤、

1993）、その後新たに 20種が追加されたので報告

する。

調査方法

調査は、三崎魚市場に水揚げされる魚類のうち、

相模湾で採集されたものだけを記録した。調査期

間は、 1992年12月から 1995年9月までの問で、

一ヵ月に 1-4回の調査を行った。資料は、標本

が採集できたものは、横須賀市自然博物館魚類、資

料何CM-P）として登録し、入手不可能なもの

は、写真に収め記録した。魚種名、分類及び全般

的な分布記録などは中坊編（1993）に従った。

調査結果

現在、著者らは、横須賀市自然博物館において、

これまでに採集された標本の整理と登録を進めて

いる。その中の、今まで未登録であったもののう

ち、種が判明したものが8種あり、上記の調査期

間中新たに記録されたものは、 12種であった。

1993年は、相模湾に黒潮が流入し、イタチザメ

の他、 暖流系の魚、が出現した（竹内氏私信）。1994

年は、 夏に猛暑を記録し、海表面の水温は上昇し

たが、 黒潮による魚の運搬は少なかった。8月中

旬に東京湾奥部でもアミモンガラやイスズミが見

られた。しかし、その後は黒潮がほぼ直結1型に流

れ、例年に比べても暖流系魚類の出現が少なかっ

た。

1995年も引き続き黒潮は、直線型を示し、相模

湾に向かう流れの分岐は、はっきりせず、沿岸水

温も 7月下旬までは、例年を下回った。そのため、

本年記録された魚類は、温帯性魚類が多い。
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近年房総半島南部の定置網による漁獲魚種の解

析（宮他、 1994a、b）をみると、黒潮の影響が

強いことがわかる。房総半島よりやや内湾的な三

浦半島では、 黒潮の蛇行がない限り直接暖流が流

入することはなく、通常出現する暖流系魚類は、

房総半島に比べ少ないと思われる。相模湾の魚類

相を知るためには、乙のような隣接する黒潮流域

の魚類相を調べる必要があるが、まとまった調査

は少なLE。

以下に本目録に追加される各魚種の採集年月日、

採集場所及び採集方法、全長、登録番号、 分布記

録等を述べる。

415. イタチザメ Galeocerdo cuvier 

1993年10月20日、茅ぅ崎定置網、 TL：約 4m、

♀ 

本種は、体表の特徴的な模様で、 他のメジロザ

メ科魚類と区別される。世界の温・熱帯海域に広

く分布し、日本付近では伊豆諸島以南に分布する。

相模湾初記録であり、西部太平洋における北限で

ある。

416. ツマリカスベ Raja schmidti 

1992年 l月14日、 城ヶ島刺網、 TL:240mm、

YCM P35151 

本種は、 三浦半島周辺のガンギエイ科魚類のう

ち、最も普通に見られ、刺網や定置網等にほぼ周

年入網する。

417. コモンカスベ Raja kenojei 

1995年5月29日、茅ヶ崎定置網、 TL:340mm、

YCM P35252 

本種は、最近まで分類が混乱していたため、普

通種と思われるが記録は少なし1。また成長に伴う

腺や、個体による体色の変異が著しい

(Ishihara,1987）。体盤下面の感覚管の分布により

本種と同定した。



418.ハモ M11raenesoxcinere11s 

1995年5月29日、茅ヲ崎定置網、 TL:590mm、

YCM-P35253 

南日本に分布し、相模湾では西湘（林・西山、

1980）佐島（林・伊藤、 1974）から記録がある。三

崎市場では今まで入荷しなかったが、昨年、本年

は茅ヶ崎の定置網で多数漁獲されている。

419. ニギス Glossanodon semifasciatus 

1995年7月26日、 三戸定置網、TL:85mm、

YCM P35240 

本種は、相模湾以南に分布する。畳夜の鉛直移

動をし夜間定置網に入るものと思われる。

420. トビウオ Cypsel11ros agoo agoo 

1995年8月6目、 三戸定置網、 TL:294mm、

YCM -P35257 

本種は、千葉県以南、台湾北部まで分布し、相

模湾では、西湘（林・西山、 1980）、佐島（林・伊

藤、 1974）、 三浦半島南西部（工藤・阿部、 1991)

から記録がある。トビウオ類は外見上類似するが、

本種は胸鰭第 l、2軟条が不分岐で区別される。

例年初夏に成魚が出現するが今年は8月6日にツ

クシトビウオに混ざって出現しはじめ、 8月中旬

以降はすべて本干重となった。ツクシトビウオより

暖海を好む。

421. ツクシトビウオ Cypselurus heterurus 

doederleini 

1991年6月、三戸定置網、 TL:324mm、YCM-

P35175 

本種は北海道以南の日本各地に分布し、相模湾

では、三浦半島南西部（工藤・阿部、1991）から

記録がある。三崎では春から夏にかけ、ホソトビ

ウオとともに定置網に入網し、 トビウオ同様多獲

され、水産上重要である。

422. アラメギンメ Polymixia berndti 

1988年12月25日、三崎沖一本釣、 TL：約20cm

本種は、相模湾以南に分布し、キンメダイの一

本釣にかかるが、市場価値がないため、あまり入

荷しない。

423. トゲクシスミクイウオ H owella zina 

1989年6丹、 三戸定置網、 TL:65mm、YCM-

P35254 

本種は、九州ノfラオ海嶺から記録されており、

相模湾からは初記録である。

424. ミナミキントキ Priacanthus sagittari11s 

1991年10月、三戸定置網、 TL:232mm、YCM

-P35139 
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本種は、三宅島、 三重県以南に分布する

(Starnes,1988）。相模湾からは初記録であり、分布

の北限となる。

425. クルマダイ Pristigenys niplwnia 

1995年4月23日、 茅ゥ崎定置網、TL:lOlmm、

YCM-P35229 

本種は南日本に分布し、相模湾では西湘（林・西

山、 1980）、佐島（林－伊藤、 1974）から記録があ

る。三th奇で、は少ない。

426. マトイシモチ Apogon carinatvs 

1995年6月28日、茅ヲ崎定置網、 TL:106mm、

YCM -P35235 

本種は、千葉県以南に分布する。

427. テッポウイシモチ Apogon kiensis 

1995年4月23日、茅ヶ崎定置網、 TL:49mm、

YCM -P35234 

本種は、東京湾以南に分布し、神奈川水試

(1975）の記録がある。内湾に多く、相模湾では少

なPo

428. ヨメヒメジ Upene11s tragula 

1995年7月26日、 三戸定置網、 TL:130mm、

YCM -P35241 

本種は、茨城県以南に分布し（望月ほか、 1994）、

相模湾からは三浦半島南西部（工藤・岡部、 1991)

天神島（林、 1995）から記録がある。ヒメジとと

もに入網した。

429. ロウソクチピキ Emmelichthys sfrllhsakeri 

1995年7月23日、 三戸定置網、 TL:91mm、

YCM -P35239 

本種は、ハチビキに似るが、背鰭刺が離れる他、

体色も淡p。南日本以南に分布する。三崎で、はハ

チピキの幼魚、は、時々定置網に入網するが、本種

は稀である。

430. ウナギギンポ Xiphasia setifer 

1995年9月15日、諸磯定置網、 TL:567mm、

YCM -P35256 

本種は、 三崎以南に分布し、西湘（林・西山、

1980）から記録がある。

431. ニセカンランハギ Acanth11rns d11sswnieri 

1995年2月22日、定置網、 TL:149mm、YCM-

P35255 

本種は、南日本以南に分布し、 三浦半島南西部

（工藤 －阿部、 1991）から記録がある。

432. トビササウシノ シタ Aseraggodes kobensis 

1994年12月2日、 三戸定置網、 TL:109mm, 

YCM -P35114 



本種は、南日本に分布し、 三浦半島南西部（工

藤・阿部、 1991）から記録がある。

433.ゲンコ Cynoglossus inter111pt11s 

1991年 9月26日、三戸定置網、 TL:lOlmm、

YCM P35224 

本種は、無眼側に側績がないこと、有限側の側

線が3本あることで他種と区別される。しかし、

シタビラメ類の側線は個体変異があり、三崎産の

オオシタビラメの場合、有眼側の側掠が3本とも

完全なもの何CM-P35182) 3本目が短いもの

(YCM P35218）、 2本しかないもの何CM

P35181）が見られるため、他の形質も確認する必

要がある。

433. イトマキフグ Kentrocapros aculeatus 

1992年12月、 毘沙門定置網、 TL:56mm、YCM-

P3日78

本種は、相模湾以南に分布する。やや深いとこ

ろに棲み、定置網にはあまり入らなLE。

おわりに

本報告を作成するに当たり、標本登録の便をは

かつてくださり、種々ご教示いただいた横須賀市

自然博物館の林公義氏、ガンギエイ類について

ご助言いただいた水土舎の石原 元博士、数々の

ご教示をいただいたおさかな普及センター資料館

長阿部宗明博士、東京大学総合資料館の坂本一男

博士、京急油壷マリンパークの竹内経久氏、標本登

録作業を行っていただいた山崎孝英氏、資料収集

にご協力いただいた三崎沿岸漁業協同組合の方々、

投稿の便をはかつて下さった神奈川県立生命の星・

地球博物館の瀬能宏博士に深く感謝する。
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図1.

1 .ツマリカスベ Raja schmidti YCM -P35151 ; 2 .コモンカスベ Raja kenojei YCM -P35252 ; 

3. ロウソクチピキ Emmelichtliys struhsakeri YCM -P35239 ; 4 . トゲクシスミクイウオ Howella 

zina YCM -P35254 ; 5 .マトイシモチ Apogonca.rinatus YCM -P35235 ; 6 .クルマダイ 乃ゴstigenys

niphonia YCM -P35229 , 7 .ニセカンランハギ Acanthurus dussumi YCM -P35255; 8 .ウナギギンポ

Xiphasia se丘ferYCM -P35256 
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